
顕現後第七主日 （２０２５年２月２３日） 

 
※礼拝中に起立の部分がありますが、お体の悪い方はご無理をなさらず、着席のままで結構です。 

開会の部 

前  奏 

初めの歌       ♪１８８“わがたまよろこび”(1,2,3,4節) 

み名による祝福～罪の告白～ゆるしの祈願          式文１ページ 

詩編交読             詩編３７編 

 

             ※別紙をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

グロリア パトリ / キリエ                       式文２ページ 

グロリア                                  式文３ページ 

 

みことばの部 

祝福の挨拶                              式文４ページ 

 

主日の祈り 

主イエス・キリスト。私たちをあなたの平和の道具としてください。 

憎しみのあるところに愛を、傷ついたところに赦しを、絶望のあると

ころに希望を蒔くものとなりますように。聖なる主、御名によって 

私たちが慰め、理解し、愛することができますように。 

あなたは、父と聖霊と共に、永遠に唯一の主です。   アーメン 

第 1朗読日課  創世記 45：3～11,15                 (旧約 81頁) 

第 2朗読日課 コリントの信徒への手紙Ⅰ15：35～38,42～50 (新約 321頁) 

ハレルヤ唱                             式文 5ページ 

福音書の朗読  ルカによる福音書 6：27～38           （新約 113頁） 

みことばの歌       ♪３８５ “神のみめぐみは”(1,2,3,4節) 

説  教          『敵を愛しなさい』            北川逸英師 

信仰の告白            ニケア信条               式文６ページ 

奉献の部    ※ 神への感謝です。ご用意のない方も感謝の心をささげてください。 

祝福の挨拶～奉献(献金)～奉献唱                式文７ページ 

奉献の祈り                               式文 8ページ  
 

聖餐の部 

聖餐の歌        ♪２６２ “みんなでパンを分けよう”(1,2,3節) 

聖餐の序詞～サンクトゥス～設定                  式文９ページ 

主の祈り                                 式文１０ページ 

平和の挨拶～アグヌス・デイ～聖餐への招きと陪餐の感謝  式文１１ページ 

派遣の部  

祝福の挨拶～ヌンク・ディミティス                 式文１３ページ 

教会の祈り                   吉田岩雄 

祝  福                                式文１４ページ 

終わりの歌         ♪ ３９４“主よおわりまで”(1,2,3,4節) 

後  奏 

日本ルーテル教団 飯能ルーテル教会 
責任教職 笠原光見牧師 

〒357-0033 埼玉県飯能市八幡町 20-9 

電話/Fax 042-972-5774 

教会メール（役員会へ） nrkhanno1517@gmail.com 

Facebook www.facebook.com/飯能ルーテル教会 

HP https//kirakira2020.jp/ 牧師メール   

 



詩編  37編 

 

悪
あく

事
じ

を謀
はか

る者
もの

のことでいら立
だ

つな。 

  不
ふ

正
せい

を行
おこな

う者
もの

をうらやむな。 

彼
かれ

らは草
くさ

のように瞬
またた

く間
ま

に枯
か

れる。 

  青
あお

草
くさ

のようにすぐにしおれる。 

主
しゅ

に信
しん

頼
らい

し、善
ぜん

を行
おこな

え。 

  この地
ち

に住
す

み着
つ

き、信
しん

仰
こう

を糧
かて

とせよ。 

主
しゅ

に自
みずか

らをゆだねよ 

  主
しゅ

はあなたの心
こころ

の願
ねが

いをかなえてくださる。 

あなたの道
みち

を主
しゅ

にまかせよ。信
しん

頼
らい

せよ、 

  主
しゅ

は計
はか

らい、あなたの正
ただ

しさを光
ひかり

のように、あなたのための 

裁
さば

きを真
ま

昼
ひる

の光
ひかり

のように輝
かがや

かせてくださる。 

沈
ちん

黙
もく

して主
しゅ

に向
む

かい、主
しゅ

を待
ま

ち焦
こ

がれよ。 

  繁
はん

栄
えい

の道
みち

を行
い

く者
もの

や悪
わる

だくみをする者
もの

のことでいら立
だ

つな。 

怒
いか

りを解
と

き、 憤
いきどお

りを捨
す

てよ。 

  自
じ

分
ぶん

も悪
あく

事
じ

を謀
はか

ろうと、いら立
だ

ってはならない。 

悪
あく

事
じ

を謀
はか

る者
もの

は断
た

たれ、主
しゅ

に望
のぞ

みをおく人
ひと

は、地
ち

を継
つ

ぐ。 

  しばらくすれば、主
しゅ

に逆
さか

らう者
もの

は消
き

え去
さ

る。 

彼
かれ

のいた所
ところ

を調
しら

べてみよ、 

  彼
かれ

は消
き

え去
さ

っている。 

貧
まず

しい人
ひと

は地
ち

を継
つ

ぎ 

  豊
ゆた

かな平
へい

和
わ

に自
みずか

らをゆだねるであろう。 

主
しゅ

に従
したが

う人
ひと

の救
すく

いは主
しゅ

のもとから来
く

る 

  災
わざわ

いがふりかかるとき、砦
とりで

となってくださる方
かた

のもとから。 

主
しゅ

は彼
かれ

を助
たす

け、逃
のが

れさせてくださる。主
しゅ

に逆
さか

らう者
もの

から逃
のが

れさせて 

くださる。 

  主
しゅ

を避
さ

けどころとする人
ひと

を、主
しゅ

は救
すく

ってくださる。 


